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【たかぎ社協だよりは、社協会費と赤い羽根共同募金の配分金が使われています】

今号の内容
②～③ 喬木中学校福祉体験
④　赤い羽根共同募金配分金事業／認知症サポーター養成講座
　　高齢者クラブマレットゴルフ大会開催
⑤　定時評議員会開催
⑥　令和５年度事業内容
⑦　たかぎボランティア・地域活動情報誌さくみち
⑧　おしらせ／3か月の予定／職員の一言

第64号第64号2023年7月号2023年7月号

　本年度の訓練は 7月 5日に第一部研修会、7月 9日に第二部運営訓練として二日間行われました。
　「災害」それは当たり前にあった日常を奪われ、地域のコミュニティさえ破壊されてしまいます。
災害からの早期の復旧・復興のあり方、被災者本位の自立・生活再建を目指すため、これからの社
会に求められる災害ボランティアセンターの役割と地元社協に期待される活動とは何かをテーマに
行いました。
　講師に長野県社会福祉協議会の山﨑博之氏をお招きし、社協職員に加え村内の自主防災組織の
皆様ほか、民生児童委員、V-net ベリー、行政職員の方々にご参加いただきました。多くの方に
ご参加いただく中で、日頃から顔を合わせ「信頼関係」を築いていくことが、困った際に助け合
える関係性や受援力に繋がるなど、それぞれの立場で考える良い機会となりました。

災害ボランティアセンター運営訓練

地域とともに



学んで、 喬木中学校福祉体験喬木中学校福祉体験交流しま
した体験して

、
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　令和 5 年 6 月 19、20 日と二日間にわたり、喬木中学校 3 年生を対象にした福祉についての授業
を行いました。1 日目は「なずなの会」の皆さんによる認知症について、2 日目は村内の福祉事業所
の職員の皆さんに参加していただき、福祉事業所紹介と利用者様と接する時に大切にしている事等に
ついて学習し、福祉について考えました。この事前学習を活かし、7 月に行われる福祉体験につなげ
ました。

　喬木荘へは7 名福祉体験学習に来てくれました。車椅子体験で
は、廊下や坂道を実際に走行し、移乗用リフトでは、ベッドから車
椅子へ移る場面を体験。「思ったよりも気持ちよくて安心して乗れ
た」と福祉用具を体験できました。介護食として標準の大きさ、細
かい刻み、ペースト状の物を試食「形や柔らかさが違っても味は
全て同じで美味しかった。」との感想もありました。
　最終日には利用者様の七夕の願い事を聞き、飾りつけを一緒に行
いました。また、中学生の司会進行で喬木村に関するクイズや文字の
並び替えクイズ、手遊びの発表がありました。利用者様も夢中になっ
て答えたり、拍手が沸き起こったりしてとても盛り上がりました。

福祉体験事前学習

\ ７月５、６、７日の３日間  各事業所で福祉体験を受入れました /

～中学校で福祉体験に向けて福祉について授業を行いました。

「なずなの会」認知症の方への接し方寸劇 村内福祉事業所による発表

特別養護老人ホーム  喬木荘
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　福祉体験に 5 名の生徒が来てくれました。デイサービ
スの事業所説明を行い、車椅子の介助側、利用者側を体
験していただきました。車椅子を見たことはあるけれど、
操作や体験ははじめてとの事で慎重に操作していました。
　利用者様に中学生が来たことを伝えると「運動は何を
やっているの？」「どこの地区？」など質問をされ、とも
に笑顔で会話をしていました。
　七夕に合わせて中学生と利用者様で一緒に大きな七夕
飾りを作りました。利用者様が中学生に話しかけ、中学
生が利用者様を補助しながら、互いに協力をして壁一面
に大きな天の川と七夕を飾る事ができました。
　最終日に行われた風船掬いでは、中学生が司会進行を
務めゲームは大盛況でした。利用者様と楽しく交流する
ことができました。

　福祉体験に 3 名の生徒が来てくれました。1 日目はラベ
ンダースティック作り、2 日目はスカットボール、3 日目
は中学生が考えてきてくれた、ペットボトルを使ったボー
リングを行いました。なかなか中学生とふれ合える機会が
ない為、利用者様もとても楽しく交流され「元気をもらっ
た」「気持ちが明るくなった」「中学生の男の子ってかわい
いなー」と感想がありました。耳が遠い方や、足腰が痛い
方々もいましたが、中学生が大きな声で話してくれたり、
利用者さんの話に耳を傾けたり、傍で寄り添う姿がありと
てもいい雰囲気の中福祉体験ができました。

　宅老所へ 4 名の生徒が来てくれました。初めは、
利用者様とどの様に接してよいか迷う場面も見られ
ましたが、優しく丁寧に接していました。ジャガイモ
掘りや体操、製作、そして中学生の皆さん考案のトラ
ンプゲームも大変盛り上がりました。
　利用者様達も「来てくれて元気をもらえた」「凄く
若返ったしとても楽しかった」と笑顔で喜んでくだ
さっていました。中学生と利用者様との交流が、良い
福祉体験との場となりました。

デイサービスセンターふれ愛

いきいきクラブ

宅老所ふれ愛
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障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
介
護
者
の
交
流
を
目
的
と
し
た
『
希
望
の
旅
』
で
は
、

5
月
27
日（
土
）、
参
加
者
26
名
と
共
に
、
日
帰
り
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。
希
望
の

旅
で
県
外
に
出
か
け
る
の
は
、
4
年
ぶ
り
。
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
を
利
用
し
て
、
愛
知

県
岡
崎
市
と
蒲
郡
市
を
観
光
。『
ど
う
す
る
家
康　
岡
崎
大
河
ド
ラ
マ
館
』
や
『
蒲
郡

竹
島
水
族
館
』
を
見
学
し
、『
岡
崎
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
』
で
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
言
葉
に
な
ら
な
い
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」「
い
い
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。」
な
ど
の
う
れ
し
い
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
で
思
う
よ
う
に
希
望
の
旅
が
実
施
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
久
し
ぶ
り
に
大
型
バ
ス
を
使
っ
て
の
旅
行
は
、
参
加
者
同
士
、
声

を
掛
け
合
い
、
と
て
も
あ
た
た
か
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
7
月
1
日
に
南
農
事
集
会
所

に
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が

行
わ
れ
、
南
地
区
の
多
く
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
喬
木
村
保
健
福
祉
課 

包

括
支
援
係
の
細
田
さ
ん
に
よ
る
認
知
症
に

つ
い
て
の
学
習
会
と
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ

ト
で
あ
る
な
ず
な
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

笑
い
を
交
え
た
寸
劇
、
長
生
き
音
頭
な
ど

の
歌
や
体
操
を
と
お
し
て
認
知
症
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
地
域
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

岡崎サービスエリアにて

買い物。たくさんのお土産が

並び、選ぶのに迷いました。

どうする家康　岡崎大河ドラマ館にて

蒲郡オレンジパーク

にて昼食。「しらす

釜めし」がとても

美味しかったです。

1 位 山崎英雄  富　田

2 位 大平時江  帰牛原

3 位 佐藤みな  　南

4 位 矢澤好子  伊久間

5 位 松澤澄登  　町

結
　
果

　

6
月
27
日
に
大
原
机
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
来
賓
の
市
瀬
村
長
、
社
協

会
長
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
各
支
会
か
ら
、
42
名
が
参
加
さ
れ
、
歩

い
て
身
体
を
動
か
し
、
ス
コ
ア
を
計
算
し
、
他
地
区
の
方
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
の
交
流
も
で
き
楽
し
み
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
方
と
の
会
話
や
マ
レ
ッ

ト
の
歓
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
上
が
り
ま
し
た
。

「寸劇の様子」

歌に合わせて

一緒に体を

動かしました



定時評議員会
開　催

定時評議員会
開　催

いきいきクラブの紹介 ～元気なうちから
　　介護予防を始めましょう～

開催日：月曜日～金曜日
時間：13：30 ～ 15：30

場所：喬木村デイサービスセンターふれ愛
内容：ゆっくりとお一人で入浴できます
出来ないところはお手伝いします
利用料：500 円（おやつ、送迎付）

入浴コース入浴コース
開催日：月曜日～金曜日
時間：9：30 ～ 11：30
場所：福祉センター　1階
内容：お花見、手芸、脳トレ等　盛り沢山
利用料：400 円（おやつ、送迎付）
　　　　好評、男塾コースもあります

午前コース午前コース

新
理
事
、監
事
・
評
議
員
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どちらのコースも、お気軽に見学にお越し下さい。お待ちしています。
ご希望の方は、事前に役場包括支援係又は、社協までご連絡をください。

　介護保険認定前の 65 歳以上の方で、要支援相当の方からお元気な高齢者の方まで、介護予防と日
常生活の自立支援を楽しみながら行います。

　

6
月
27
日
、
定
時
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
、
令
和
4
年
度
の
事
業

報
告
及
び
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
理
事
監
事
の
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
団
体
の

役
員
交
代
も
あ
り
、
評
議
員
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

会　
長　
座
光
寺
秀
元
（
学
識
経
験
者　
再
任
）

副
会
長　
澤
栁　
岳
史
（
保
健
福
祉
課
長　
再
任
）

副
会
長　
市
瀬　
晴
康
（
民
生
児
童
委
員
会
長　
再
任
）

副
会
長　
福
澤
眞
理
子（
村
議
会 

社
会
文
教
委
員
長 

新
任
）

理　
事　
林　
　
　
司
（
公
民
館
長　
新
任
）

理　
事　
後
藤　
　
香
（
特
養
管
理
者　
再
任
）

理　
事　
吉
川　
和
成
（
区
長
会
副
会
長　
新
任
）

理　
事　
稲
葉　
恭
一
（
学
識
経
験
者
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
工
会
副
会
長　
再
任
）

理　
事　
松
島
由
利
子
（
学
識
経
験
者
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
理
事　
再
任
）

監　
事　
大
平　
宏
司
（
税
理
士　
再
任
）

監　
事　
城
田　
秋
弘
（
学
識
経
験
者　
再
任
）

理
事
9
名
　
監
事
2
名
　
任
期
令
和
7
年
6
月
ま
で

評
議
員
　
12
名
　
任
期
令
和
7
年
6
月
ま
で

横
前　
　
元
（
区
長
会　
大
和
知
区
長
）

奥
村　
　
孝
（
区
長
会　
小
川
区
長
）

下
平　
　
裕
（
民
生
児
童
委
員
会
副
会
長
）

三
石
加
代
子
（
民
生
児
童
委
員
会
副
会
長
）

木
下　
紀
子
（
社
会
教
育
委
員
長
）

木
下　
美
幸
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
副
会
長
）

吉
川　
文
人
（
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
副
会
長
）

松
澤　
俊
子
（
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
長
）

福
澤　
洋
子
（
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

市
瀬　
成
夫
（
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
）

筒
井　
　
潤
（
学
識
経
験
者　
金
融
機
関
）

中
島　
　
強
（
学
識
経
験
者　
司
法
書
士
）

　
会　
　
　
長　
市
瀬　
成
夫　
南

　
副　
会　
長　
束
原　
靖
雄　
氏
乗

　
副　
会　
長　
宮
下　
喜
誉　
加
々
須

　
女
性
部
長　
船
澤　
和
榮　
北

　
女
性
副
部
長　
久
保
田
和
子　
北

　
監　
　
　
事　
塩
澤　
弘
一　
北

　
監　
　
　
事　
松
澤　
澄
登　
町

　
会　
　
　
長　
牧
内　
則
久　
伊
久
間

　
副　
会　
長　
吉
川　
文
人　
伊
久
間

　
副　
会　
長　
木
下　
壽
雄　
富
田

　
女
性
部
長　
木
下　
美
幸　
氏
乗

　
女
性
副
部
長　
牧
内　
和
子　
寺
の
前

　
監　
　
　
事　
佐
々
木
政
佳　
帰
牛
原

　
監　
　
　
事　
白
子　
喜
徳　
小
川

喬木村高齢者クラブ
連合会

喬木村身体障がい者
福祉協会

福祉団体の新役員紹介
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喬木村社会福祉協議会　令和５年度事業内容

在宅介護保険事業
「住み慣れた自宅でその人らしい生活を続
けられるよう支援します」
□居宅介護支援事業（ケアマネ）
□訪問介護事業（ヘルパー）
□通所介護事業
　（デイサービスふれ愛　定員 30 名）
□地域密着型通所介護事業
　（宅老所ふれ愛　定員 10 名）
□介護予防・日常生活自立支援総合事業
　・訪問介護及び通所介護にて受入れ
　・いきいきクラブ
　　（AM 一般コース、　PM 入浴コース）
□障がい者総合支援事業
　・訪問介護、行動援護支援、福祉輸送

施設介護保険事業「特養喬木荘」
「利用者一人一人の尊厳を守り、その人らし
い生活を支え、地域の人々が安心できる福
祉施設をめざします」
□本 入 所　対象：要介護 3 以上  定員50名
□短期入所　対象：要支援以上 　 定員15名

令和５年度
社協会費のお願い

　社協会費は地域住民同士の支え合い活動
やボランティア活動等地域福祉事業を進め
るための大きな資金となり活かされていま
す。会費納入のご協力をお願い申し上げま
す。
会費の種類
　一般会費　一口　1,000 円
　〈全世帯対象〉
　賛助会員　一口　3,000 円
　〈地域づくりに賛同して下さる個人〉
　特別会員　一口　5,000 円
　〈地域づくりに賛同して下さる法人〉

地域福祉事業
□総合相談事業
①住民が抱える生活課題を受け止め、地域

や関係機関と連携し、解決に向けた伴走
型の支援を行います。

②地域住民と共に支え合いの仕組みや資源
開発を行っていきます。

　・生活困窮者支援（まいさぽ出張所、一次相談窓口）
　・権利擁護の推進（日常生活自立支援事業）
　・子ども支援事業
　　（子どもに対する学習・生活支援事業）
　・子どもの居場所づくり支援事業
　・貸付事業（生活福祉資金、くらしの資金）
　・生活支援事業（喬木村おたすけ隊事務局）
□ボランティア
①ボランティアの拠点として、住民主体による

ボランティアセンターの整備充実を図る
　・情報誌「さくみち」、HP 等による情報

発信
②ボランティア活動者が主体となって、楽

しみややりがいをもって活動できるよう
支援する。

　・村内ボランティア活動の支援
　・ボランティア育成（中学生サマーチャ

レンジボランティア実施、ボランティ
ア講座の実施）

③地域住民同士がつながり、支え合える地
域づくりを推進する。

　・福祉教育の推進（小中校への福祉学習
の出張授業や住民向け学習会の開催）

　・認知症予防事業
　　（サロン活動支援、認知症カフェ支援、

認知症サポーター養成講座開催）
　・各種福祉団体等事務局（結婚相談員会、

高齢者クラブ連合会、身体障がい者福
祉協会、遺族会他）

　・共同募金活動の実施と配分金事業の実施
　・配食サービス
　・福祉用具、福祉車両貸出サービス
　・訪問理美容、寝具乾燥サービス
④災害ボランティアセンター機能の充実を

図り、防災減災への取り組みを進める。
　・災害ボランティアセンター立上げ訓練

実施
　・災害時要配慮者支援事業
　　( 防災支え合いマップ作成支援 )
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ご意見・ご要望を
お寄せください

　先日、私が感じた心温まる場面です。休日、畑仕事をしておりますと、近所の保育園児の皆さん
がぞろぞろと近所の畑にきました。先生から「今日は、こちらの畑で玉ネギの収穫をしたいと思い
ます！」と伝えられると「わーい‼」はしゃぎまわる園児たち。収穫が始まると「こんな大きい玉
ねぎ取れた！」「でっかーい！」と無邪気な声や笑い声が響きます。雲一つない青空の下、子供たち
の満面な笑顔、それを見守る地域の皆様の穏やかな笑顔…。近年見ることのできなかった懐かしの
私の大好きな光景を見ることができました。温かい人と人のつながりを感じた、心が穏やかになる、
いつまでも見ていたいひと時でした。　　K.T

職
員
の
ひ
と
こ
と

８月の予定	 心配事相談	 ………………… ７ 日（月）10：00～11：00　アスボ	
	 結婚相談	 …………………… 19日（土）19：30～20：30　福祉センター談話室(予約制)
	 なずなカフェ	 ……………… ８ 日（火）10：00～12：00　アスボ
	 なずな予防カフェ	 ………… 22日（火）10：00～12：00　アスボ
９月の予定	 心配事相談	 ………………… ８ 日（金）10：00～11：00　アスボ
	 結婚相談	 …………………… 16日（土）19：30～20：30　福祉センター談話室(予約制)
	 なずなカフェ	 ……………… 12日（火）10：00～12：00　アスボ
	 なずな予防カフェ	 ………… 26日（火）10：00～12：00　アスボ
10月の予定	 心配事相談（中村弁護士）	 ６ 日（金）10：00～12：00　福祉センター　
	 結婚相談	 …………………… 21日（土）14：00～17：30　半日相談日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福祉センター談話室(予約制)
	 なずなカフェ	 ……………… 10日（火）10：00～12：00　アスボ
	 なずな予防カフェ	 ………… 24日（火）10：00～12：00　アスボ　
※新型コロナ感染症の状況等により、中止や延期等、日程変更される場合もあります。

　

２
ペ
ー
ジ
目
の
結
婚
相
談
の
相
談
員
の
方
の
氏
名
が
間

違
っ
て
お
り
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

 

正  

相
談
員　

林　
　

司　
　

大
島
砂
緒
里　

木
下
光
子

　
　
　
　
　
　

原　

美
春　
　

福
澤
一
成

社
協
だ
よ
り
63
号 

訂
正
の
お
し
ら
せ

　

6
月
に
実
施
し
ま
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
多
く
の
食
料
や
生

活
用
品
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
食
料
等
は
、
社
協
か
ら
必
要
と
す
る

方
々
へ
お
渡
し
し
、
受
け
と
ら
れ
た
方
か
ら
多
く
の
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
社
協
で
は
食
料
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

『 

み
ん
な
で
ラ
ン
チ 
』
や
り
ま
す
。

　
地
域
の
食
材
を
地
域
で
循
環
し
た
い
。
そ
し
て
、
食
を
通
し
て
、

子
ど
も
と
地
域
の
大
人
と
の
交
流
が
で
き
る
機
会
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と
協
働
で
カ
レ
ー
づ
く

り
を
行
い
、
食
事
会
を
実
施
し
ま
す
。
限
定
１
０
０
食
。
な
く
な

り
次
第
終
了
で
す
。
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

①
令
和
５
年
８
月
２
日
（
水
）
11
時
半
～
13
時

　
場
所
：
南
部
防
災
セ
ン
タ
ー

②
令
和
５
年
８
月
７
日
（
月
）
11
時
～
12
時
半

　
場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー　
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も

料
　
金　
子
ど
も（
高
校
生
ま
で
）無
料　
　
大
人
１
０
０
円

※
運
営
の
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。
食
材

提
供
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ま
で
。（
☎
３
３
ー
５
５
２
０
）


